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   Ｇ０６Ｆ   3/01     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/20     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/60     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ   3/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｓ  17/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/01     ３１０Ｃ
   Ｇ０６Ｔ    7/20     ３００Ａ
   Ｇ０６Ｔ    7/60     １５０Ｂ
   Ｇ０１Ｃ    3/06     １１０Ｖ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月29日(2015.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像機能を有する撮像装置と、前記撮像装置で撮像した画像に基づいて、該画像に写さ
れた被写体の操作状態を判定し、該操作状態に応じて、予め定められたアプリケーション
の処理を実行する画像処理装置と、前記アプリケーションの処理に応じた表示を行う表示
装置とを備えた表示システムであって、
　前記画像処理装置は、
　前記画像から前記被写体の手を検出し、該手の位置と該手が表すジェスチャとの情報を
取得する手検出部と、
　表示システムを制御するための仮想操作範囲を設定する操作範囲設定部と、
　前記手の位置が前記仮想操作範囲のどの位置であるかを判定することで、前記被写体が
選択している選択領域を決定し、該選択領域と前記ジェスチャの情報とに基づいて、前記
操作状態の判定を行う操作判定部と
を備えることを特徴とする表示システム。
【請求項２】
　前記操作範囲設定部は、前記仮想操作範囲に複数の操作領域を設定し、
　前記操作判定部は、前記手の位置が、前記複数の操作領域のうちのいずれの領域の位置
であるかを判定することで、前記選択領域を決定することを特徴とする請求項１に記載の
表示システム。
【請求項３】
　前記画像処理装置は、前記表示装置の表示面に、前記複数の操作領域の位置に対応づけ
られた複数の表示領域を設定し、該複数の表示領域のそれぞれに、前記アプリケーション



(2) JP 2013-210723 A5 2015.3.19

の処理を示す操作ガイドを表示させるように設定する操作情報設定部をさらに備えること
を特徴とする請求項２に記載の表示システム。
【請求項４】
　前記撮像装置は、２つの撮像部を備えており、
　前記２つの撮像部により撮像された画像に基づいて、前記撮像部から前記被写体までの
距離情報を算出する距離算出部をさらに備え、
　前記操作範囲設定部は、前記距離算出部で算出された前記距離情報に基づいて、前記仮
想操作範囲を奥行方向に分割することで、前記複数の操作領域を設定することを特徴とす
る請求項２または請求項３に記載の表示システム。
【請求項５】
　赤外線もしくはレーザ光を発光して被写体からの反射光を解析することにより、前記撮
像部から前記被写体までの距離情報を算出する測距部をさらに備え、
　前記操作範囲設定部は、前記測距部で算出された前記距離情報に基づいて、前記仮想操
作範囲を奥行方向に分割することで、前記複数の操作領域を設定することを特徴とする請
求項２または請求項３に記載の表示システム。
【請求項６】
　前記操作情報設定部は、前記奥行方向に分割して設定された前記複数の操作領域に対応
づけて、３次元配置して見えるように前記複数の表示領域を設定することを特徴とする請
求項４または請求項５に記載の表示システム。
【請求項７】
　前記複数の表示領域のうち、前記選択領域に対応する前記表示領域に表示される前記操
作ガイドを、他の前記表示領域に表示される前記操作ガイドとは区別可能に強調表示させ
ることを特徴とする請求項３または請求項６に記載の表示システム。
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